
　
褪
色
（
た
い
し
ょ
く
）
し
た
社
殿

や
蟇
股
（
か
え
る
ま
た
）・
組
み
物
な

ど
の
飾
り
部
材
の
彩
色
に
つ
い
て
は
、

前
回
の
修
理
（
昭
和
33
年
）
完
了
時

に
戻
す
こ
と
を
目
標
に
実
施
し
ま
し

た
。
当
時
の
カ
ラ
ー
写
真
は
現
存
し

な
い
た
め
、
色
が
剥
落
し
た
部
分
は
、

部
材
に
わ
ず
か
に
残
っ
た
色
を
詳
細

に
観
察
し
、
ま
た
専
門
家
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
彩
色
し
ま
し
た
。

技
術
的
に
困
難
を
極
め
た
の
は
、

本
社
本
殿
内
外
陣
境
の
扉
絵
と
板
絵

の
修
復
で
し
た
。
顔
料
の
剥
落
が
激

し
く
、
復
元
が
非
常
に
困
難
な
状
態

で
し
た
が
、
技
術
者
た
ち
の
努
力
に

よ
り
鮮
や
か
に
甦
り
ま
し
た
。
３
年

の
月
日
を
費
や
し
た
修
復
工
事
に
よ

り
、
泉
大
津
市
が
誇
る
文
化
財
を
後

世
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

遷
座
祭
・
奉
祝
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

３
月
27
日
・
28
日
、
ご
神
体

を
仮
殿
か
ら
修
復
が
完
了
し

た
本
殿
に
戻
す
遷
座
祭
・
奉

祝
祭
が
と
り
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
。
厳
粛
な
雰
囲
気
の
中

で
儀
式
が
お
こ
な
わ
れ
、
泉

穴
師
神
社
は
荘
厳
な
姿
を
取

り
戻
し
ま
し
た
。

修復された板絵修復された扉絵

泉穴師神社平成大修理完成記念企画展
甦る泉穴師神社～平成大修理のすべて～

3年間の修理の様子と泉穴師神社に残る文化財について
紹介します。
◆泉大津市立織編館ギャラリー
期間：～5月21日㈰
時間：午前10時～午後5時
　　　（入館は午後4時30分まで）水曜休館

◆桃山学院大学 学院史料展示コーナー
期間：5月24日㈬～6月27日㈫

　　時間：午前10時～午後5時
（入館は午後4時30分まで）
土・日曜日、祝日閉室　和泉市まなび野1-1
桃山学院大学聖ペテロ館 2 階

摂社住吉神社本殿 摂社春日神社本殿泉穴師神社本社本殿

神社建築各部の名称　( 泉穴師神社本社本殿　正面）

き つ れ ご う し
木連格子

浜縁
はまえん

大床
おおゆか

擬宝珠高欄
ぎ ぼ し こ う ら ん

千鳥破風
 ち ど り  は ふ

猪目懸魚
い の め げ ぎ ょ

鬼板
おにいた

千木ち  ぎ

勝男木
か つ お ぎ箱棟はこむね

障泥板
  あ お り い た

飛檐垂木
   ひ え ん だ る き

向拝桁鼻隠 ( 鏑懸魚 )
こうはいけたはなかくし     かぶらげぎょ

脇障子
 わきしょうじ 向拝頭貫 ( 水引虹梁 )

 こうはいかしらぬき   みずひきこうりょう

破風板
 は ふ い た

箕甲
 みのこう

隅扠首
 す み さ す

縁束
えんつか

高欄
 こうらん

据高欄
 すえこうらん

蟇股
かえるまた

向拝柱
 こうはいばしら

笠木
かさぎ

格子戸
     こ う し ど

3 広報いずみおおつ　平成29年5月号

　
　

　 　

　　 　
 

　 　　
　 　　　 　

          

　　

　

   　 

復修のりぶ年65

況状の事工ぶよおに間年3。たしまし了
らみが落剥のく多に色彩の殿社と損破い
の回前、がすで葺皮檜は根屋もと殿三
殿本社神日春社摂・殿本社本社神師穴泉

るえがみよ
きぶだわひ

　
　

　 　

　　 　
 

　 　　
　 　　　 　

          

　　

　

   　 

）

たしまし了完が事工復

）階3所役市（課習学涯生合問。すまし介紹ごを果成と
完に月3年92成平し施実を理修な的格本らか年62成平、らかとこるれ
し著、し過経が年65は社神吉住・社神日春、年53は殿本りよえ替き葺
。すまいてれさ定指に財化文要重国が殿社もれずいは殿本社神吉住社摂・殿

社神師穴泉

は
で
ま
岸
海
ら
か
社
神
。
す
で
う

そ
た
れ
恐
い
言
と
」
る
れ
荒
が
海
と

く
吹
が
風
の
こ
「
は
り
乗
船
。
す
ま

し
味
意
を
風
西
北
り
ま
つ
、
風
く
吹

ら
か
角
方
の
亥
戌
、
い
言
と
」
ぜ
な

あ
「」
じ
な
あ
「は
で
語
古
は」
師
穴
「

。
す
で
社

神
る
あ
の
史
歴
る
い
て
れ
ら
え
伝
と

た
れ
ら
て
建
に
ろ
ご
年
０
５
６
そ
よ

お
は
社
神
師
穴
泉
る
あ
に
町
中
豊

％5.21社神師穴泉・％5.21金成助市津大泉・％57金成助庁化文（
円万465,5億1費業事

月3年92成平～月６年62成平間期業事
）成作図り取見の分部色彩、め止落剥・修補

・替塗の色彩、どな塗土黄、塗粉胡、塗丹、理修のき叩間土
床内軒、理修の物金飾、理修の柱親欄高・板壁、替葺面全

の根屋葺皮檜（理修装塗びよお理修分部・理修替葺根屋容内の理修

史
歴
の
社
神
師
穴
泉
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す
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わ
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と
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た
っ
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一
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神
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重
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深
の
り
わ
関
に
廷
朝
、
て
い
お

に
代
古
、
り
あ
が
載
記
も
て
し
と
社

神
た
し
担
負
を
稲
る
作
を
酒
の
神
う

ま
る
ふ
に
者
使
の
ら
か
羅
新
、
は
に

式
喜
延
。
す
で
社
内
式
喜
延
る
い
て

れ
さ
載
記
に
）
ん
さ
編
に
年
７
２
９

、
期
中
代
時
安
平
（』
式
喜
延
『、
た
ま

。
す
ま
い
て
れ
ら
え
考
と
た
い
て
っ
が

な
つ
と
）
泊
の
津
小
（
港
た
え
栄
に

代
古
、
り
お
て
び
の
に
ぐ
直
っ
真
が

道
た
れ
ば
呼
と
」
道
使
勅
「
て
つ
か

は
で
ま
岸
海
ら
か
社
神
す
で
う

色彩

。
す
ま
れ
さ
こ
ど
ほ
が

、
ち
の
た
れ
さ
と
落
き

す
で
業
作
な
重
慎
う
な

い
な
め
傷
を
面
表
の
材

さ
と
落
き
か
が
色
彩
い

業
作
し
直
り
塗
の
色
彩
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皮
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お
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を
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4

を

す

44

に
手
の
人
職
葺
皮

檜
、
れ
さ
外
り
取
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根
屋
の
葺
皮
檜
い
古

号

子
様
の
事
工
復
修

2

援

月5.92H
じくも
の号月今

支支
を
びび
学学
の
人
る
す
動
活
で
域
地

社
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るる
ええ
がが
みみ
よよ
・
集集
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室
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泉室Ｐ
版
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泉ンひ
ざ

語

687

ンひ
ジ語

6866

り談
イら

5726

度
室

Ｓ版

1748

度
輪

題
版

228

輪

22633 82 22 72 22 622 422 222 811 711 61 11 511 211

語
物わ物
つかつ
お報お
お情お

版
らら
わわ
かか
報報
情情

な
ざざ
いジい

ペ
の
へへ
財ペ財
化康化
文健文

ジ

ジ
ョー

ペ
のンの

エ
康
健健

Ｐ
Ｓ
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輪
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ド
ン
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スだス
ム館ム
ラ書ラ
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り

年
よ

9
だ
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書成書
図平図

泉

度
年年
9922
成成
平平

色
彩
い
し
新

か
て
べ
す
。
す

こ
お
に
う
よ
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部
。
す
ま
れ
さ

古
、
め
た
の
業
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の
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医賃進
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い

111 10 9

実
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査査
調の調
ト画ト
計ー
合ケ

ン総ン

管
捗捗
進進
のミの
画コ画
計フ計
合
セ

合
総セ総

テ
ニニ
ュ
ミミ
ココ
フフ
ーー
セ

う
よ宅よ
え住え
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助
賃震賃
家耐家
の宅の
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住造住
貸木貸

改
震い震
耐つ耐
宅に宅
住料住
造造
木保木
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い

齢
つ

高
に
料料
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保後

療
医
者
齢
高
期
後後

　
　

　 　

　　 　
 

　 　　
　 　　　 　

          

　　

　

   　 

医 ず療

浜後

み
ー

募期

み療

集高

後

企学す

／齢

期

る学す

J者

高

る／療

A
医

齢

8

／療
いォ

者 加
ォ医

5

・就ま

57

す就ま

4

り医

68

医

88

技
る
き
で
そ
こ

だ
材
素
る
あ
の

柔
う
い
と
皮
檜

ま
い
て
し
現

さ
美
優
で
線
曲

分
部
の
隅
。
す

い
て
れ
か
葺
が

枚
一
枚
一
、
て

7 6 5 4

療
医医
者者
齢
り

齢
高
わ

高
が
変

期
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す
まま
り者り
わ齢わ
変高変
が期が
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療
医医
フ者者
リ齢齢
宅高高
住期期
／後後
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ォ
フ度フ
リ年リ
宅 9宅
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就就
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化化大大 市市

ー

化化文文文文市市市市津津津津大大大大泉泉泉泉泉泉泉泉
ググ企企企企

泉大 市 化化
ググいいいいたたしししし企企・・加加加加参参参参加加・企画したいグ
すすまましし集集募募集集します

すを動活化文の津大泉。すまいてし催開を祭化文市津大泉
、てしと」りつまおの化文「のどな統伝や術芸、度１に年 ナミセ化文

募募
企参参

文文津大泉
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pj..jakaso.usto
33スクァフ
課習学涯生
番話電②と名
合問・込申
森雨師講
スクテ所場
2月５時日
学ていつにり
地各、らかと
ンイザデ、術
向に祭化文

後み込し申③すまりあが限制の干若どなMGB・材機②
。いさだく力協ごに整調の所場・間時・程日①項事意注

へ係」祭化文「）記右（課
習学涯生で着必時5後午㈮日91月５えうの入記を、）度
程字05（容内いたし表発⑤、所住④、号番話電③、名氏者表
代②、名体団①てにルーメ・スクァフ・送郵合問・込申

）いさだく談相
ごに軽気お、は合場るれわ迷かるまはて当が容内の望希（
トンベイのどなプッョシクーワ、会覧展、表発る来出てい
おに場会、間期記上、でのもるす関に化文やトーア容内

）上以人
3員成構（体団るいてっ行で内市を動活なもお体団象対

室議会各、ルーホ小、ルーホ大阪大アピスクテ所場
㈰日３月21～㈯日52月11間期

。いさだく
加参ごひぜ、は人のプールグや体団るいでん組り取に動活
化文たしとめじはを動活楽音や作制品作、でのすましたい
供提で料無を場会、でトンベイるす信発に挙一、め集てべ
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募集中！

地域課題の解決に役立つ
　　　　　研修費用を補助します

①次のすべてに該当する市民活動団体
ア）非営利で公益を目的として活動を行っている団体または公益活動を始めようとしている団体　
イ）団体の運営に関する規約、会則、定款その他の定めがある団体
ウ）3人以上の者で構成される団体で、その構成員の 2分の 1以上の者が本市内に住所を有し、本
市内の事務所もしくは事業所に勤務し、または本市内の学校に在学している者である団体　

②講座で学んだことを生かし、市民公益活動団体の設立や市民公益活動に参加する者
今後の市民活動、地域課題の解決に向けた新たな活動展開が期待される研修または地域活動を先導
するリーダーとしての活躍が期待される講座で、市が認めるもの。
ただし次に掲げる講座は対象外。
①政治活動、宗教活動または営利活動に関する講座 
②利益追求を目的とした資格取得のための講座
③受講者個人のみが利益を受けることが想定され、所属する市民活動団体の活動への反映が直接的
に期待できない講座
④市から他に補助や助成を受けて受講する講座
①受講料およびテキスト代
②交通費および宿泊費などの旅費
①補助対象経費の3分の 2以内の額で、１人当たり上限3万円
②同一の団体に対する補助は、講座ごとに2人までとし、かつ、１年度につき上限6万円
③同一の個人・団体に対する補助は、１年度につき１回限り
①事前に申請書を提出する必要あり。研修終了後30日以内に報告書を提出すること。
②補助を受けた団体および個人は、市が実施する市民参画手続きおよび市民協働に関する事業に　
積極的に参加するようにしてください。

補 助 対 象 者

補助対象講座

補助対象経費

補 助 金 の 額

そ の 他

　地域で活躍する人材を育成することを目的とした研
修に参加する人を支援するため、市がその費用の一部
（下記参照）を補助します。講座で学んだ内容を生かし
て地域の課題を解決していこうとする非営利・公益的な活
動を行う団体を募集します。

申込･問合　申請書（市役所１階人権市民協働課で配
布　市ホームページからダウンロードも可）を人権市
民協働課に直接提出（郵送不可）

めざす姿：市民が主体に活躍できるまち

募集中！

人材育成地域で活躍する人の学びを支援！

　発達障がいを持つ人との自発的な意思疎通を行うこ
とを目的とした、絵カードを用いてのコミュ二ケーショ
ン手法の実践方法を学ぶ。

■泉大津・発達支援勉強会
市が補助を行ったこれまでの実績（一部）

　東京都立川市自治会連合会の自治会加入促進に係る
先進事業を視察し、加入促進の事業実施における現状
や課題について学ぶ。

■泉大津市自治会連合会

学ん
で地域に還元

学ん
で地域に還元

新たなコミュ二
ケーション
手法を実践

加入促進の
現状や課題を
再確認！

協働のまちづくり人材育成事業補助金について

詳しくは
こちらから
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後期高齢者医療
高額療養費上限額が変わります
　高額療養費制度は、家計に対する医療費の自己負担が過重なものとならないよう、医療機関の窓口に
おいて医療費の自己負担を支払っていただいた後、月ごとの自己負担限度額（※１）を超える部分につ
いて、事後に保険者から償還払い（※２）される制度です。
（※１）自己負担限度額は、被保険者の所得に応じて設定されます。
（※２）入院の場合や同一の医療機関での外来の場合、医療機関の窓口での支払いを自己負担限度額ま
でにとどめる現物給付化の仕組みが導入されています。

所得区分

課税所得 145 万円以上

負担
割合

3 割

1 割

自己負担限度額（月額）
外来

（個人ごと）
外来＋入院
（世帯ごと）

4 万 4,400 円
80,100 円

＋（医療費 -26 万 7,000）×1％
（多数回 44,400 円）

一般

低所得Ⅱ( 注 3)

低所得Ⅰ( 注 4)

1 万 2,000 円 4 万 4,400 円

8,000 円
2 万 4,600 円

1 万 5,000 円

■自己負担限度額とその基準

（注 1）医療費が 26 万 7,000 円を超えた場合はその超えた分の 1％が加算されます。
（注２）（　　）内の金額は年３回以上該当した場合の 4回目以降の額。
（注 3）低所得Ⅱとは、同一世帯の人全員が住民税非課税で、低所得Ⅰ以外の被保険者。
（注 4）低所得Ⅰとは、同一世帯の人全員が住民税非課税で、その世帯全員の個々の所得が０
円となる被保険者（ただし、公的年金等控除額は 80 万円として計算）または同一世帯の人
全員が住民税非課税で、老齢福祉年金を受給している被保険者。
※入院時の食事代や差額ベッド代など保険診療外の費用は含みません。
※月の途中で 75 歳となられた方の場合、その誕生月については、誕生日前に加入していた
医療保険制度と誕生日後の後期高齢者医療制度における自己負担限度額が、それぞれ通常月
の２分の１（半額）になります。

問合
◎制度全般に関することは大阪府後期高齢者広域連合事務局へ
保険料、被保険者資格、被保険者証などに関すること…資格管理課（☎06・4790・2028）　
給付事務、保健事業、医療費通知、レセプト点検に関すること…給付課（☎06・4790・2031）
◎保険料の納付、その他各種届出に関することは高齢介護課へ（市役所１階８番窓口）

平成 29年 8月から下表のとおり自己負担限度額が変わります

自己負担限度額（月額）
外来

（個人ごと）
外来＋入院
（世帯ごと）

5 万 7,600 円

1 万 4,000 円
年間上限

14 万 4,000 円

5 万 7,600 円
（多数回44,400円）

8,000 円
2 万 4,600 円

1 万 5,000 円

平成 29年 7月まで 平成 29年 8月から

80,100 円
＋（医療費 -26 万 7,000）×1％
（多数回 44,400 円）

（注１）

（注 2）

（注１）

（注 2）

（注 2）

平成 29年 8月から
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めざす姿：住みやすさと優しさを次世代へと引継ぐまち

　５月 1 日㈪～７日㈰は「憲法週間」です。本市でも次の
とおり関連行事を行います。
●人権ポスター展
日時　５月1日㈪～7日㈰（市役所開庁時。日曜開庁 午前 9
時～午後５時）
場所　市役所１階市民ロビー  内容　憲法・人権ポスター展
●憲法週間街頭啓発
日時　５月1日㈪　①午前８時～　②午前10時30分～
場所　①泉大津駅前・北助松駅前　②マルナカ泉大津店
●人権擁護委員による「特設人権相談」
　本市には、法務大臣の委嘱を受けた次の 6 人の人権擁護
委員が、皆さんの悩みの相談に応じています。人権問題で
お悩みの人はお気軽にご相談ください。相談は無料で、秘
密は厳守されます。
▷今井基樹（上之町）　▷小野寺美惠子（松之浜町）　▷竹
若富三郎（松之浜町）　▷馬場崎久治（我孫子）　▷濱田秋

一（助松町）　▷守安博美（二田町）　
相談日時　第２・３・４水曜日　午後１時～３時（ただし
12月は出張人権相談を実施するため第２・３水曜日）　
場所　市民相談室（市役所１階）
●特設人権相談の時間拡大
　６月１日㈭は「人権擁護委員の日」です。これにちなみ、
６月 14 日㈬は通常の特設人権相談の時間を拡大して行い
ます。
相談日時　６月14日㈬　午前10時～正午、午後１時～５
時
相談場所　市民相談室
●市の担当者が応じる人権相談は毎日開設
　市の人権相談担当者が応じる人権相談は、市役所開庁時、
随時受け付けています。
開設時間　月～金曜日　午前9時～午後5時
場所　人権市民協働課（市役所１階２番窓口）

憲法で保障されている人権について考えよう５月３日は
憲法記念日
◎「人権ポスター展」開催  　◎人権問題の悩みは人権擁護委員へ　  ◎６月 14日特設人権相談

めざす姿：思いやりを持ち人権が尊重されるまち

家賃の最大 36％引！

UR 賃貸住宅の家賃を助成します

木造住宅の耐震化を促進

木造住宅の耐震改修補助制度の
補助金上乗せについて
　市では、木造住宅の耐震化を促進するため、市内の昭和 56 年 5月 31 日以前に建築され、居住されている木造
住宅について、現在実施している耐震改修補助金額の上限を 30 万円上乗せし補助します。
補助金額は、次のとおり
耐震診断補助…耐震診断費用の内、4万 5,000 円を限度。
耐震設計補助…耐震設計費用に 10 分の 7を乗じ、1,000 円未満を切り捨てた額、10万円を限度。
耐震改修補助…耐震改修費用の内、上乗せ後、70 万円を限度（世帯の所得により上乗せ後、90 万円を限度）。
ただし、上乗せは平成 30 年 3月 31 日まで。
問合　まちづくり政策課（市役所 2階 23 番窓口）

　市外から市内の UR 賃貸住宅に、「Ｕ35 割」による賃貸
契約で、転入された若年世帯の住宅使用料の一部を助成し
ます。本市では、UR 賃貸住宅への若年世代の転入により、
地域社会の活性化を図るため家賃の一部を助成しています。
助成対象者　市外から助成対象住宅に転入される若年夫婦
世帯または子育て世帯に属する人。
※若年夫婦世帯とは、申請者とその配偶者が同居しており、
申請者とその配偶者の満年齢の合計が 70 歳以下である世
帯
※子育て世帯とは、申請者またはその配偶者が義務教育終
了前の子と同居している世帯
助成金額　　割引適用後の月額家賃の 20％相当額（上限 1
万 5,000 円）を 12 か月間

助成対象住宅　市に所在する UR 助松賃貸住宅で、Ｕ35 割
で募集を行う住戸のうち１住戸の間取りが 2DK 以上であ
ること。
　耐震性能について、昭和 56 年 6月 1日以降に建築基準
法 ( 昭和 25 年法律第 201 号）に基づく建築確認または適
合通知もしくは同等の耐震基準に適合していること。
URL:http://www.ur-net.go.jp/kansai-akiya/osaka_minami/
0690.html
申込・問合　まちづくり政策課（市役所 2階 23 番窓口）
詳しくは、ホームページ掲載の「泉大津市転入促進賃貸住
宅家賃助成金申請の手引き 」へ。「Ｕ35 割」の詳細は、
URの窓口にお問い合わせください。
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　地方自治体の歳出を分類する方法には、経済的性質に分類した「性質別
経費」と、行政目的に分類した「目的別経費」があり、それぞれ右のグラ
フのとおりとなっています。
　地方自治体の経費を性質別にみると、「義務的経費」・「投資的経費」・「そ
の他の経費」に分類することができます。「義務的経費」とは支出が義務付
けられており、任意に節減することのできない経費（人件費・扶助費・公債費）
で、「投資的経費」とは学校や道路などの建設・整備に要する経費です。そ
して、歳出全体から「義務的経費」および「投資的経費」を除いた経費を「そ
の他の経費」としています。
■ 性質別内訳
【義務的経費】
　義務的経費は、前年度と比較して 1.9％減の 155 億 3,534 万円（3 億
82万円の減）、歳出全体の 58.9％としました。扶助費については、生活保
護費のほか、高齢者、児童、障がい者などに対する社会保障関係費として
2.7％減の 83 億 9,430 万円（2億 3,021 万円の減）、人件費は 0.6％減の
40 億 5,986 万円（2,393 万円の減）と見込み、市債の償還に係る公債費
については、1.5％減の 30 億 8,118 万円（4,668 万円の減）と見込んだ
ことによるものです。なお、直近５年間の扶助費の推移については下のグ
ラフをご参照ください。
【投資的経費】
　投資的経費は、前年度と比較して 38.1％減の 10 億 6,212 万円（6 億
5,509 万円の減）、歳出全体の 4.0％としました。これは、（仮称）えびす
認定こども園施設整備事業、消防庁舎移転にかかる通信機器移設工事、中
央線跨線橋の橋りょう補修事業が増となる一方、南海本線連続立体交差事
業、体育館施設整備事業、旭小学校増改築事業、自転車等駐車場整備事業
の減などを見込んだことによるものです。
【その他の経費】
　その他の経費は、前年度と比較して 0.7％減の 97 億 7,400 万円
（6,460万円の減）、歳出全体の37.1％としました。これは、病院事業会計
繰出金を 9 億円（7,610 万円の増）、下水道事業特別会計繰出金を 13 億
1,396 万円（１億 3,788 万円の減）、国民健康保険事業特別会計繰出金を
８億8,140万円（7,464万円の減）など見込んだことによるものです。

■ 歳出の概要

263億
7,146万円

▷扶助費
83億 9,430 万円
（31.8％）

歳出
▷人件費
40億 5,986 万円
（15.4％）▷公債費

30億 8,118 万円
（11.7％）▷投資的経費

10億 6,212 万円
（4.0％）

▷繰出金
42億 3,125 万円
（16.1％）

…投資的経費
…義務的経費

…その他の経費

▷物件費
29億 2,417 万円
（11.1％）

▷補助費等
22億 1,991 万円
（8.4％）

▷積立金
2億 6,035 万円
（1.0％） ▷維持補修費、予備費、

貸付金　1億 3,832 万円
（0.5％）

歳 出 使 い み ち の「性 質」別 内 訳 グ ラ フ

■ 扶助費の推移

73.1
億
円

73.1
億
円

75.1
億
円

80.1
億
円

84.9
億
円

79.5
億
円

263億
7,146万円

①民生費
126 億 5,396 万円
（48.0％）

②公債費
30億 3,840 万円
（11.5％）

③衛生費
27億 5,196 万円
（10.4％）

④土木費
23億 9,946 万円
（9.1％）

⑤総務費
21億 123 万円
（8.0％）

⑥教育費
17億 1,313 万円
（6.5％）

歳出

歳 出 使 い み ち の「目 的」別 内 訳 グ ラ フ
⑦その他
17億 1,332 万円
（6.5％）

歳 出 市 民 一 人 あ た り の 予 算
平成 29年度の歳出予算額を、市民１人あたりに置き直すと…

①民生費（高齢者や障がい者、児童の福祉に）
②公債費（借入金の返済に）
③衛生費（ごみ処理や病気予防に）
④土木費（道路・河川・公園整備に）
⑤総務費（窓口業務や税金徴収に）
⑥教育費（学校、公民館、生涯学習に）
⑦その他（消防活動、防災、議会運営、商工、
農林水産業に）

16万 7,493円
４万　218円
3万 6,426円
３万1,760円
2万7,813円
２万2,676円
２万2,678円

●市民一人あたりの歳出額…34万9,064円（11,917円の減）
(2,378円の増）
(439円の減）

（1,135円の増）
(8,838円の減）
(421円の減）

（8,182円の減）
（2,450円の増）

平成 29年度の歳入における市税予算額を市民１人あたりに置き直すと…
※平成 29年１月１日現在　住民登録人口 7万 5,549 人で計算

※平成 29年１月１日現在　住民登録人口７万 5,549 人で計算

●市民一人あたりの市税負担額…14万9,500円

83.9
億
円

13 広報いずみおおつ　平成29年5月号

平成 29 年度  泉大津市予算
一般会計は前年度比 3.7％減の 263 億 7,146 万円

一般会計
特別会計
企業会計
計

263億7,146万円
212億7,146万円
90億 2,907万円
566億 7,199万円

平成 29 年度（Ａ）会 計 名 平成 28 年度（Ｂ） 増減額（Aー B）
273億 9,196万円
216億3,465万円
91億 8,127万円
582億 　788万円

▲10億2,050万円
3億 6,319万円
1億5,220万円
15億3,589万円

3.7％
1.7％
1.7％
2.6％

▲
▲

▲
▲

▲

増 減 率

歳入は、市税や使用料・手数料など地方自治体の権限で収入できる
財源「自主財源」と、地方交付税や国府支出金など国や府の意思決
定に基づき交付される財源「依存財源」に分けることができます。
【自主財源】
　自主財源は、前年度と比較して0.8％増の126億8，729万円（１
億 355 万円の増）、歳入全体の 48.1％と見込みました。このうち、
自主財源の柱である市税は、個人市民税の増収を見込み、3.２％増
の36億5,025万円（１億1,220万円の増）としました。
　また、税外収入については、前年度と比較して 4.1％減の 13 億
9,269万円（５,905万円の減）としました。

【依存財源】
　依存財源は、前年度と比較して 7.６％減の 136 億 8,417 万円
（11 億 2,405 万円の減）、歳入全体の 51.９％と見込みました。こ
の主な減の要因としては、年金生活者等支援臨時福祉給付金給付事
業費補助金や小学校整備事業費交付金の減、南海本線連続立体交差
事業に伴う委託金の減などにより、国や府からの支出金が減となる
ことや、市債を 18 億 4,940 万円（7,660 万円の減）と見込んだこ
とによるものです。
　地方消費税交付金については12億8,000万円（1億700万円の
減）と見込み、このうち５億 2,700 万円（4,400 万円の減）は社会
保障財源交付金として、障がい福祉事業などの社会保障関連経費に
充てられます。

■ 歳入の概要

■ 平成 29年度 当初予算

■ 一般会計の市債と基金の残高見込み
　（平成29年２月現在）

263億
7,146万円

▷市税
112 億 9,460 万円
（42.8％）

歳入

▷税外収入（※）
13億 9,269 万円
（5.3％）

※税外収入…諸収入、使用料および手数料、繰越金、分
担金および負担金、財産収入、繰入金、寄附金

▷国庫支出金
48億 7,652 万円
（18.5％）

…自主財源

（　）内…予算に占める割合

▷地方交付税
34億 5,000 万円
（13.1％）

▷市債
18億 4,940 万円
（7.0％）

▷府支出金
18億 3,225 万円
（6.9％）

▷譲与税･交付金
16 億 7,600 万円
（6.4％）

…依存財源

※表示単位未満を四捨五入している関係で、計が一致しないことがあります

【平成 29年度予算の内容】
一般会計をはじめとする平成 29 年度当初予算が３月議会で可決されましたので、その概要をお知ら
せします。
一般会計、特別会計、企業会計の全会計における総額は、前年度比 2.6％減の 566 億 7,199 万円、
うち一般会計は前年度比 3.7％減の 263億 7,146 万円となっています。　　
一般会計において、前年度比 10億 2,050 万円の減となっているのは、臨時福祉給付金等給付事業の
減や南海本線連続立体交差事業、体育館施設整備事業、旭小学校増改築事業などの減が主な要因です。

市債残高
基金残高

286億 4,263万円
6,334万円26億

▲

めざす姿：柔軟で健全な行財政運営

▲
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237万円 (▲21万円 )

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
の
続
き
）

収 入 支 出

おづみんの家計簿
29 年度の本市一般会計当初予算を、家計簿におきかえてみると…？

おづみんの「収入」

おづみんの家計簿の円グラフ

おづみんのローンと貯金（平成 29年２月現在）
※（　）内は前年度比

※（　）内は前年度比

歳 入 おづみんの「支出」歳 出

収 入 の 内 容 収 入 額 支 出 の 内 容 支 出 額
会社からの給料
パート・家賃収入

不動産収入
銀行などからの借入金
貯金の取崩し
前年度からの繰越
1年間の収入合計

実家からの援助

226万円    ( 3 万円 )
11万円 　　  (±0)

9万円         (±0)
37万円 (▲2万円 )
8万円 (▲1万円 )
200円        (±０)

528万 200円 (▲21万円 )

ローン
貯金（現金）

573万円（▲17万円）
53万円　  （3万円）

食費
光熱水費
医療費・介護費用など
ローンの返済
家・車の修理代など
会費・お祝い金など
子どもへの仕送り
家の増改築・
車の購入代など
友人へ貸したお金
貯金
1年間の支出合計

81万円 (▲1万円 )
58万円 (▲2万円 )
168万円 (▲3万円 )
62万円 (▲1万円 )
3万円　　  (±０)
45万円　( 1万円 )
85万円（▲2万円 )

200円　　  (±０)
５万円         (±０)

528万 200円 (▲21万円 )

21万円（▲13万円）

▷会社からの給料
　42.8％

▷食費
　15.3%

▷医療費･介護費用など
　31.8%

▷ローンの返済
　11.7％

▷子どもへの仕送り
　16.1％

▷光熱水費 11.0％

▷その他
　14.1％▷実家からの援助

　44.9％

▷その他
　12.3％

ここでは、泉大津市の平成 29 年度の予算を「おづみんの家計簿」に置き換えてい
ます。イメージがつきやすいように 5,000 分の１に縮小してみました。家計簿なの
で単純に比べられないところもあります。あくまでも参考としてご覧ください。

財政用語解説【歳出―目的別】
議会費
市議会に関する経費です。
総務費
市の運営経費や広報、統計調査、税、戸籍、選挙などの経費です。
民生費
高齢者や障がい者、子どもの福祉に関する経費や国民健康保険、介護保
険、後期高齢者医療への各特別会計に対する繰出金事業などの経費です。
衛生費
保健衛生や清掃費、火葬場の維持管理、市営墓地の維持管理、病院事業
会計繰出金事業などの経費です。
農林水産業費
農業や水産業の振興などの経費です。
商工費
商工業の振興や労働者対策などの経費です。

今回は歳出の行政目的別に分けた際の名称について解説します。

土木費
道路、河川、港湾、公園、都市計画事業、下水道事業会計繰出金事業、
市営住宅管理運営などの経費です。
消防費
消防体制の維持や消防活動の経費です。
教育費
学校教育や社会教育・スポーツ・文化などの経費、生涯学習施設
の運営経費などがあります。
公債費
市債返済のための経費です。
予備費
予定していない急を要する費用に充てるための経費です。
諸支出金
他の支出科目に含まれない経費をまとめたものです。
（例）土地取得事業特別会計繰出金事業などがあります。
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